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□ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 神鋼アクテック株式会社は、環境改善のための各種フィルター製品と、その応用機器を製造販売しています。
　家庭、オフィス空間から、工場排気に至るまで、快適環境作りのお役に立つことを目標としています。
　2008年9月から本格的な環境活動を開始し、2009年5月に生産工場がエコアクション21の認証を取得しました。
　また、2013年1月からは大阪本社・東京営業所を含めた活動を展開しています。
  環境測定データ及び取組状況を定期的に確認し、更なる環境負荷低減が可能な負荷を抽出しています。
　全社従業員ひとりひとりが目標を持って行動することを宣言し、改善活動に取り組んでいます。
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□組織の概要 更新日：
（１） 名称及び代表者名

神鋼アクテック株式会社
日高工場長　林　弥史

（２） 所在地
日高工場 兵庫県豊岡市日高町岩中682番地
宵田倉庫 兵庫県豊岡市日高町岩中字中坪138-1 (組織上は日高工場に所属)
大阪本社 大阪府大阪市西区靭本町1丁目11番7号信濃橋三井ビルディング11階
東京営業所 東京都台東区上野5丁目15番14号ONEST上野御徒町ビル2階
技術開発部 神奈川県藤沢市宮前100-1(㈱神戸製鋼所藤沢事業所内)

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 日高工場総務課長 吉岡　誠 TEL：0796-42-1212

担当者 日高工場製造課設備Gr長　 池田　智史 TEL：0796-42-1212

（４） 事業内容
高機能材脱臭フィルター及び溶接用裏当て材の製造・仕入販売

（５） 事業の規模
売上高 百万円

従業員　　　　　 名 名 名 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 4 月 1 日 ～ 3 月 31 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 神鋼アクテック株式会社
対象事業所： 日高工場

大阪本社

東京営業所

対象外： 技術開発部 ㈱神戸製鋼所藤沢事業所内で環境活動に取組中

活動： 高機能材脱臭フィルター及び溶接用裏当て材の製造・仕入販売

合計
66名

16,769㎡16474 87.6

1,205

11
技術開発部

543
117.1 90

日高工場
7

大阪本社 東京営業所

2025年4月11日
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□事業や製品（商品）の紹介
　神鋼アクテック株式会社は、「におい」と環境を科学する脱臭素材の専門会社です。

高機能材ハニカム
吸着剤による吸脱着作用や触媒分解作用により成分を吸着、分解することが出来ます。

片面溶接用裏当て材
片面溶接を行なう際に使用し、良好で健全な裏ビードが得られます。

品名：厨房排気用脱臭ﾌｨﾙﾀ　KCU

中小規模飲食店舗などから発生する
調理排気臭の脱臭に最適です。

品名：厨房排気用脱臭ﾊﾆｶﾑ　KDH

飲食店の厨房や食品加工工場から発生する
調理排気臭の脱臭に最適です。

品名：各種触媒ﾊﾆｶﾑ　AKH

ご要望に応じて最適なﾌｨﾙﾀを
ご提案致します。

品名：活性炭ﾊﾆｶﾑ　ACH

脱臭、微量ガスの除去、空気清浄、触媒担体
など様々な用途に応じます。
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

EA21
対象外

・環境経営に関する統括責任
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

・環境管理責任者を任命
・環境経営方針の策定・見直し
・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認
・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境経営レポートの確認

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、日高の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施
・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備え付けと地域事務局への送付）

環境委員会 ・環境経営計画の審議
・環境活動実績の確認・評価

部門長 ・自部門における環境経営方針の周知
係長 ・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
Gr長 ・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施
・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

代表者

環境管理 責任者

環境委員会

環境事務局

2025年4月11日

総務課長

日高 工場長

日高

設備Gr長

区分 役割・責任・権限

委員会

日高

代表者

環境管理責任者

総務係 業務係

総務課 製造課

総務部営業部 技術開発部

大阪 東京

製造係 設備Ｇｒ ＱＡＧｒ
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□主な環境負荷の実績(日高工場)
単位

生産量(高機能)
生産量(裏当て)

※二酸化炭素排出係数 t-CO2/kWh 電力会社の調整後の係数　

□環境経営目標及びその実績 原単位ｔ＝総生産量 減少 増加

〇

✕

✕

✕

✕

✕

〇

〇

✕

✕

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

✕

✕

〇

97%

kg/t 1.60 1.58 1.5 1.56 1.55

基準年度比 100% 99% 94% 98% 97%

㎥/t 4.6

基準年度比

基準年度比 100% 99% 90% 98% 97%

kg/t 56.3 55.7 82.8 55.1 54.6

基準年度比 100% 99% 147% 98%

1,825

98%

7,610

1,806

36,986

99%
9,181

0.0134

97%

kg 4,422

644

116%

370

35,633

1,098

基準年度比

t-CO2/t 0.0000 0.0001

7,767

37,749 28,930

行動目標（次項による）
枚 147,395 147,395 128,750

基準年度比 100%

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ・ﾄﾗｯｸ・社用車によ
る二酸化炭素排出量削減

97%

98%

118%

97%

97%

1

4,289

411

2026年

（目標）

1.04

424.0 419.8 414.1 416

1.01

10.9 10.8

412

100% 99% 0% 98% 97%

0 0

下段：
排出量
原単位

97%

1.031 1.032

0.0001 0.0001

3.66

99.1%

98%

104% 98% 97%

99% 98% 97%

0.0147 0.0135
基準年度比

t-CO2

0.0021 0.0020

1,658

t-CO2

0.82

（目標）

2025年

4

1,940

0.0020

105% 98% 97%

2023年 2024年

100%

kg/t

98%

98%

4,334

97%

上記二酸化炭素排出量合計 t-CO2 428.6

99%

98%

基準年度比

LPGによる二酸化炭素排出
量削減

419.2 416

100%

27,960

基準年度比 100%

上記一般廃棄物排出量合計

kg

106%

0.04 0.00

0.0001

99%

1,109

100%

1,862

t-CO2 3.69

5,145

97%

t-CO2/t 0.0020 0.0020

kg 7,845 7,767

98%

kg/t 4.2 4.1 1.3 4.1 4.1

基準年度比 100%

kg 4,422

上記産業廃棄物排出量合計

4,289

252.2 255.6 252.9

99%

650

1,844

92%

1,658

1,120

36,360 35,996

基準年度比

電力による二酸化炭素排
出量削減

0.81 0.85 1

1.02t-CO2/t

99% 115% 98%

基準年度比 100% 99%

97%

4,378 4,334
424.3

100%

97%

灯油による二酸化炭素排
出量削減

t-CO2 0.04
基準年度比 100% 99% 0% 98%

0.00042

基準年度比 100% 99.0% 98%

総排水量

（基準値）

（基準値)原単位 （実績） （目標）

評
価

上段：　　　　　　　　  　                   年　度
　　項　目

基準年度比 100%

419.2t-CO2 428.8

2022年 2023年 2024年

二酸化炭素総排出量 518.3

廃棄物排出量
　一般廃棄物排出量 kg

kg
5,694 4,422 5,145

　産業廃棄物排出量 38,410

290.2

項　目
トン
トン

175.2 139.4 110.9

235.0 267.6

28,560

7,688

100% 99% 89%
4.1 4.5

基準年度比 100% 99%

4.5

4.26 4

t-CO2/t 0.0138 0.0137

4,378

kg/t 260.8 258.2

98%

33%

kg

30,150

基準年度比 100% 99%

631

12.8 10.6 10.5

97%

97%

35,269

一般廃棄物の削減

1,086

基準年度比 100% 99%

kg(裏当て)産業廃棄物の削減

77% 98%

5,145

(その他)産業廃棄物の削減

1,806

600 637

基準年度比

7,845

1,862

99% 30%

99% 97%

99%

(高機能)産業廃棄物の削減

基準年度比

100%

1,658

水使用量の削減

9,181

97%

7,688

上記水道水排出量合計 ㎥ 1,862 1,844
PRTR対象物質使用量 kg

98% 97%
7,610

上記PRTR排出量合計

環境に配慮した生産活動

コピー用紙使用量(A4) 128,750 128,750

kg 38,130 37,367

117%

4.4

1,825㎥

㎥

98%
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□環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素排出量削減

電力

2023年

合計

2024年

合計 (原単位基準年度比)

高機能

2023年

合計

2024年

合計 (原単位基準年度比)

裏当て

2023年

合計

2024年

合計 (原単位基準年度比)

1

t290生産量 原単位

36.0 36.9

37.3

26.620.3

2

1.53

t

t-CO2

t-CO2/t

t-CO2

4月

原単位 0.05

1.28

26.4

12月

2

9月

25.3 26.4

生産量

19.4

生産量 111 t

0.99 1.28

t-CO2/t

0.07 t-CO2/t

22.1

2 2 2

3月

10月

t-CO2/t

1.46

3月

1.03 t-CO2/t

2.05 t-CO2/t

26.9

2.52

8月

生産量

36.933.5

35.845.7

11月 12月 1月 2月 3月

23.2 18.9

32.2 33.2

127%

21.5

279.4

原単位

32.1

8月

2

t

0.93 0.83

24.334.1

38.8

5月4月

22.6

268

1.00

36.2

9月

21.3

39.4

33.3

1月 2月

1.33

原単位

31.8

5月

1月

・ラインのチョコ停対策 ×

12月

23.1 21.1 26.3 23.4

8月

1.04

7月

2

35.8

33.8

t

11月10月

総生産量 407424.0 t-CO2

99%

31.8 27.4

10月9月

41.930.2 31.3

123%

25.1

1.23

取組結果とその評価、次年度の取組計画達成状況

2月11月

1.32

4月

32.0

原単位

19.6 25.4

原単位

○

・焼成炉、乾燥炉の時間調整によるデマンド平準化 ○
・生産性、歩留り予算の必達～向上 ○

・集塵機フィルタ清掃

・照明のこまめな消灯 ○

14.0 t-CO2

0.81

数値目標 [取組結果とその評価]
年間を通じて、目標値より抑えることが出来た。主に高機能材製品の歩留向上や生産性向上
の取組が実を結び、無駄なエネルギーを低減することが出来た結果と思われる。
[次年度の取組計画]
2025年度も目標値を達成できるよう活動する。

〇

1 1 1 2

414.1 t-CO2 総生産量 401

285.4 139

19.2 t-CO2

6月 7月

21.7

t

19.8

5月 6月 7月

34.9

6月

0.0

20.0

40.0

60.0

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

電力による

二酸化炭素排出量（t-CO2）
2023年 2024年

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

(高機能)電力による

二酸化炭素排出量（t-CO2）
2023年 2024年

0.00

1.00

2.00

3.00

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

(裏当て)電力による

二酸化炭素排出量（t-CO2）
2023年 2024年
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間接

2023年

合計

2024年

合計 (原単位基準年度比)

事務所

2023年

合計

2024年

合計 (原単位基準年度比)

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ・ﾄﾗｯｸ・社用車による二酸化炭素排出量削減

ﾌｫｰｸ・ﾄﾗｯｸ

2023年

合計

2024年

合計 (原単位基準年度比)

0.03

1.04 0.73 1.04 1.27

8.9

0.114 0.000

3月

8月

0.002

0.68

0.000 0.046 0.251 0.000

1.74

原単位 0.25 93%

取組結果とその評価、次年度の取組計画

t-CO2/t

○

1.74

1月

10月

t-CO2/t

0.129

7.6

2月

7.8

3月

1.03

401

0.03 t-CO2/t

t

9月 3月

10.7 10.4 15.0 13.3

0.91

t

0.9 t-CO2 総生産量

4月

401

1.46

原単位

・省エネ運転の教宜

[取組結果とその評価]
目標に未達ではあるが、年間を通じて目標値同等に抑えることが出来た。
[次年度の取組計画]
2025年度以降は更に省エネ活動をすすめる。

0.66

10.8

11月

10.8

9月

6.6

0.000

1月

1.06 1.19

0.000

105%

0.129

10月 11月 12月

9月 10月 11月 12月

0.090

0.046

0.116 0.158 0.000

0.000 0.243

t-CO213.4

0.75

12月

9.7 8.09.7

0.000 0.000

1.38

107%

0.93 1.58 1.23 1.36

1.15

7月

7.7

8.1 7.86.6

0.132

8月

1月 2月

0.27 t-CO2/t

7.1 6.6

2月4月 5月 6月 7月

総生産量

6月

原単位

7.4

t-CO2 総生産量 407 t 原単位

0.111

5月

達成状況

4月 5月

0.96

0.104

6月 7月

111.9

✕

401

・効率的な荷役作業

t-CO2/t

0.79

総生産量

○
　

t

0.000

12.8

t-CO2 総生産量 407 t 原単位

数値目標

0.71 0.76

8月

0.000

t-CO2102.1

9.1

8.9

7.7

7.6

0.8 t-CO2 総生産量 407 t 原単位 0.002 t-CO2/t

0.000

0.100

0.200

0.300

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ・ﾄﾗｯｸによる

二酸化炭素排出量（t-CO2)
2023年 2024年

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

(製造間接)電力による

二酸化炭素排出量（t-CO2）
2023年 2024年

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

(事務所)電力による

二酸化炭素排出量（t-CO2）
2023年 2024年
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一般廃棄物の削減

一般
2023年

合計
2024年

合計 (原単位基準年度比)

(高機能)産業廃棄物の削減

産廃
2023年

合計
2024年

合計 (原単位基準年度比)

取組結果とその評価、次年度の取組計画

1月

4,422
291

kg 生産量 407

11月 12月

0

348

5,000 0

2月
5,720

11月

423510 375

444

12月

429
12.8 kg/t原単位

4,000 0

6,340 5,760

6,880

9月

kg/t

1月

達成状況

252.2

390 285

取組結果とその評価、次年度の取組計画

5月 6月 7月 8月

0 7,990 0 3,990 0

120 3,330 0 7,080 0

t 原単位

✕

7月

達成状況

数値目標

5月

9月 10月

[取組結果とその評価]
年間を通じて目標値と比べて一般廃棄物量が増加した。
[次年度の取組計画]
2025年度も引き続き活動をすすめる。

　

372
4月

459 408

数値目標 〇

372363

○

6,320
3月

255
6月 2月 3月

100

401 t

t 原単位 10.9 kg/t

0

321

432

・素材別ボックスの設置

・作業ミスによる廃棄量の削減

1,690

[取組結果とその評価]
今年度は不良滞留品も少なく、基準年以下の廃棄量に抑えることが出来た。
[次年度の取組計画]
2025年度も引き続き廃棄物低減活動を進める。

×

0

・分別の徹底

118%

36,360 kg 生産量 139 t 原単位 260.8 kg/t

10月

27,960 kg 生産量 111

4月

414 432

405
8月

495
5,145 kg 生産量

○

420

468 456

97%

0

200

400

600

一般廃棄物排出量（kg） 2023年 2024年

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

(高機能)産業産業廃棄物

排出量（kg）
2023年 2024年
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フラックス廃棄量削減(廃棄比率低減)

ﾌﾗｯｸｽ
2023年

2024年

水使用量の削減

水道
2023年

合計
2024年

合計 (原単位基準年度比)

9月
137

6月4月
195228

・節水シールの貼り付けとポスター掲示 ○
・節水弁取り付け

162114 120 138
3月

137
2月5月 7月

達成状況

10月

154

1月

131146
89%

・自動水栓取り付け⇒全箇所導入を計画する

144

144 140

151

○

173

125

○

数値目標

123 115

[取組結果とその評価]2024年度はトラブルもなく、目立った水使用量増加の傾向はみられな
かった。
[次年度の取組計画]2025年度も無駄な水使用のない取り組みを続けていきたい。

139 123 142

11月 12月

141
㎥/t1,635 ㎥ 生産量 401 t 原単位 4.1

取組結果とその評価、次年度の取組計画

174
8月

○

1,862 ㎥ 生産量 407 t 原単位 4.6 ㎥/t

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標 - [取組結果とその評価]24年度、1日平均廃棄量：小型ハニカム 6.1kg     大型ハニカム 5.4kg
小型ハニカムの稼働日が多く日々の廃棄量も多いことから、突発の不具合で発生する事象を
除き小型ハニカムの日々の廃棄量削減を検討する。
[次年度の取組計画]押出工程で廃棄されているフラックスの再利用を25上から実施する。

・工程毎の不良詳細を記録する ○
・押出不良削減 ○
・バリ取り不良削減 ○

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

※今年度から取り組み開始した指標

1.4% 1.7% 1.4% 2.3% 1.6% 1.6% 1.6% 1.3% 1.2% 1.3% 1.5% 1.4%
- - - - - - - - - - - -

0

50

100

150

200

250

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

水道水使用量（㎥） 2023年 2024年

0%

1%

1%

2%

2%

3%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

フラックス廃棄量（kg） 2023年 2024年
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マンガン廃棄量削減

ﾏﾝｶﾞﾝ
2023年

2024年

シェルマシン焼成歩留まり向上

ｼｪﾙ
2023年

2024年

- -

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
数値目標 ○

・工程毎の不良詳細を記録する ○
・添着液固着の削減を図る ○
・添着液飛散減少対策をする ○
・添着量規格に入るよう水添加で調整する ○

4月 5月

※昨年度の活動内容を見直し、今年度から新しいデータを収集したため比較
データはなし

[取組結果とその評価]1月～3月は、1月に添着液加温ヒーターが無い状態の時に液泡立ちで約120Kg廃却
したが、それ以降は目立ったトラブルもなく日々の装置清掃での固形廃棄物で安定していた。突発的なトラ
ブル等が無ければ通常状態では固形廃棄量は10Kg/月であると思われる。液の泡立ち原因については液
が25℃以下にならないように管理していく。また液が古くなった際に泡立ち易くなるので、その際は新液を作
製し投入すれば、新液の消泡剤が作用し泡が治まることが分かった。
[次年度の取組計画]2024年度に取り組んだ活動によって歩留まり向上の兆しが見え始めた。2025年度はこ
れらを活用し目標値を達成していきたい。

12%

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
- - - - - - - - - -

・加熱炉の空気比調整 △
・設備予防保全の実施 ×
・設定温度用温調器交換による適正化 ×

・サンド投入部パッキン補修による投入量の均一
化

△

0% 23% 12% 12% 25% 19% 21% 0%

1月 2月 3月
6.42 6.53 7.98 8.93 7.93 8.31 8.11 7.00 7.23 6.49 7.97 8.23

19% 0% 6%

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
数値目標 × [取組結果とその評価]上半期OJTなどによる生産性低下あり。また上下板の摩耗によるチョ

コ停、金型清掃が目立った。下半期作業者変更とともに3月一般品上下板交換後安定
[次年度の取組計画]上下板を更新することで改善の効果が見られた。別銘柄でも横展開し、
2025年度は目標達成を果たしたい。

8.45 6.93 14.15 7.73 10.51 7.92 6.84 6.03 6.70

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

7.43 4.68 4.24

△・作業手順の見直し

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

添着液歩留まり(％) 2023年 2024年

0.00

5.00

10.00

15.00

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

シェルマシン歩留(kg/千本) 2023年 2024年
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ATH製品寸法外れ低減(歩留まり向上)

ATH
2023年

2024年

FBBTﾗｲﾝ生産性向上

FBBT
2023年

2024年

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
数値目標 × [取組結果とその評価]寸法外れの発生率：27％（未達）

不良の中で寸法外れの割合が高いため、寸法外れが多くなると歩留も悪くなっている。寸法
外れは焼成工程での収縮の影響が大きい。
[次年度の取組計画]焼成は外注でしているので外的要因以外の寸法安定化の改善策とし
て、寸法収縮推移を観察して押出間口の使い分けで管理していく事とする。

切断、全数検査工程で、不良詳細を確認する。 ○

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
39% 50% 26% 16% 21% 28% 26% 26% 40% 23% 21% 36%
58% 71% 14% 28% 42% 32% 48% 36% 20% 25% 28% 29%

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
数値目標 × [取組結果とその評価]10月よりOJT開始、トラブル時の対応に時間を要した。全体的に設備ト

ラブルによる目標未達が目立った。
パンチ穴バラツキ対策としてスピード低下。
[次年度の取組計画]トラブル時の回復時間の減少が今後の課題

・不慣れ作業者への技術的教育の実施 ○
・設備トラブル防止の予防保全 ×

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
434.5 451.8 380.8 462.4 456.8 454.7 430.5 461.9 445.3 459.1 448.6 422.8

327.3 353.9 366.4483.8 429.4 454.4 437.9 449.3 461.5 452.3 390.6 335.8

0%

20%

40%

60%

80%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

ATH廃棄比率(％) 2023年 2024年

0.0

100.0

200.0

300.0

400.0

500.0

600.0

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

FBBT生産性(本/hr) 2023年 2024年
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□主な環境負荷の実績(大阪本社/東京)
単位

※二酸化炭素排出係数 t-CO2/kWh 電力会社の調整後の係数(大阪)　
t-CO2/kWh 電力会社の調整後の係数(東京)

□環境経営目標及びその実績

〇

✕

〇

✕

□環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減(大阪、東京)

大阪
2023年

合計
2024年

合計

東京
2023年

合計
2024年

合計

96% (2019年度比)

103% (2019年度比)

0.2000.213 0.220 0.204 0.203 0.219

5月

0.280 0.254 0.2740.238 0.291 0.283 0.258

0.246 0.218 0.252 0.246
4月

0.280

0.209 0.218

0.249 0.265
12月 1月 2月

0.265

・事務所温度管理の徹底
・こまめな消灯の実施

[取組結果とその評価]
大阪は若干の増加、東京は目標値よりも抑えることが出来た。
[次年度の取組計画]
2023年度も節電活動を継続する。

0.189

枚 3,021 2,991 3,533 2,961

0.211 0.235 0.209 0.238 0.224

6月 7月 8月 9月 10月 11月

0.2830.265

0.199 0.226

12月

0.258 0.272 0.275

0.255 0.2750.291

0.203

5.600

○

数値目標

取組結果とその評価、次年度の取組計画

0.283
3月

0.227

0.238
3月

97%
42,501

97%

達成状況

45,431

5.716

コピー用紙使用量削減(東
京)

〇

○

100% 99% 117%

97%
3.0

97%

2.6

（目標）

2026年

項　目 2022年 2023年 2024年

11月

43,815 35,146

（基準年）

8月

5.772

1月 2月6月 7月
0.207 0.232 0.199 0.243 0.224

二酸化炭素総排出量

3.0 3.2

　大阪本社 2.6

・啓蒙活動による節電意識の向上

98%

4月 5月 9月 10月

○

コピー用紙使用量(A4)
　大阪本社 44,499

2.7 2.5

　東京営業所 3.1

0.00048

　東京営業所 10,400 3,021 3,533

コピー用紙使用量削減(大
阪)

枚 43,815

2,930
基準年度比 99% 80% 98%

上記コピー用紙使用量合計

電力による二酸化炭素排
出量削減(大阪)

0.00042

　　　　　　　　  　                    年　度
　　項　目

2023年 2024年

評
価

2025年

上段： 排出量

（基準値) （目標）

電力による二酸化炭素排
出量削減(東京)

t-CO2 3.1 3.1 3.2 3.1
基準年度比 100% 99% 103% 98%

上記二酸化炭素排出量合計 t-CO2

基準年度比

t-CO2 2.6 2.6 2.5 2.6

基準年度比 100% 99% 96% 98%

43,377 35,146 42,939
100%

5.773 5.658

（実績） （目標）

2.6

t-CO2

t-CO2

枚
枚

2.5

3.1

3.2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

枚 46,836 46,368 38,679 45,899

0.000

0.100

0.200

0.300

(大阪)電力による

二酸化炭素排出量（t-CO2）
2023年 2024年

0.000

0.200

0.400

(東京)電力による

二酸化炭素排出量（t-CO2）
2023年 2024年
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

契約書、ﾏﾆﾌｪｽﾄ交付状況報告、適正処理
適正処理、保管及び処分状況の報告
特定施設等の届出

特定施設等の届出
排出基準の遵守
排出基準の遵守
消火設備及び危険物の管理
フロン類の回収・排出量の報告
排出量及び移動量の報告
毒物、劇物の管理
適正処理

□外部からの環境上の苦情・要望等
外部からの環境上の苦情・要望等はありませんでした。

□緊急事態対応の試行・訓練

緊急事態の想定： 地震の発生
■実施日： ■実施場所：

■参加者：

■実施内容： ☑通報訓練　☑消火訓練　☑避難訓練

■評価： ☑手順書の評価(実践に沿った内容の訓練に見直す必要あり。次回の訓練に反映させる)

■実施状況の様子

緊急事態の想定： 汚水流出事故の発生
■実施日： ■実施場所：

■参加者： ■実施内容：

■評価： ☑手順書の評価(次回は実戦形式の訓練を計画する。)

■実施状況の様子

毒物及び劇物取締法

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

○ ○
○ - - -

○ ○ － － －
○ ○ - - -
○ ○ - - -
○ ○ ○ ○ ○ ○

-

下水道法
消防法（危険物）
フロン排出抑制法

2024/9/27 日高工場

係長、ﾘｰﾀﾞｰ、ｻﾌﾞﾘｰﾀﾞｰ、従業員選抜

・流出事故対応

ｻﾌﾞﾘｰﾀﾞｰ以上及び従業員選抜を対象に、工場敷地外への汚水流出防止ゲートの取り扱い訓練を実施しました。
また、工場内作業場の化学物質の取り扱い、防液堤点検の訓練をおこないました。

各工程ごとに配置した管理担当者を中心に班編成をおこない、地震発生時の二次災害防止のための安全確認を実施
しています。今回も地震時の停電を想定し天井照明を消灯し避難をおこないました。
2024年度に規程を改訂し、BCPを重視した内容に見直しました。

2024/9/27,2025/3/31 日高工場

工場稼働中に震度５強の地震が発生した場合を想定し、①地震発生時の初期行動②地震後の行動③避難場所での
行動を実施しました。また協力会社により消防設備の教育訓練を実施していただきました。

日高工場従業員

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

家電リサイクル法

PRTR法

- - -
○

廃棄物処理法

騒音規制法
振動規制法
水質汚濁法

PCB特措法
-○ ○ － － －

適用される法規制 適用される事項
日高工場 大阪本社 東京営業所

該当 評価 該当 評価 該当 評価

○ ○ - - -

-
-
-
-
-
-
-
-

○ ○ - - -
○ ○ - - -
○ ○ - - -
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□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

[環境方針]

[目標・環境経営計画]

(1)日高工場

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり

実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

【環境防災訓練]
環境災害を未然に防止するため、実地訓練を検討し、防災対策の有効性向上を図っていきます。
【環境経営レポート]
環境活動がより分かりやすく公表できる様に工夫と改善を図っていきます。

【事業を取り巻く状況]
 
【事業と環境とのかかわり]
生活環境の重要な要素である「空気」。臭気やオゾンを吸収・除去する当社フィルタ材がクリーンな空気を排出し、快適な環境づく
りへ貢献しています。

現方針を踏襲しつつ従業員により伝わりやすく活動が出来る内容に見直します。特に自然環境を守り地球環境保全を重視する豊
岡市に所在する日高工場は「環境に配慮した生産活動」や「社会との共生・協調」が求められています。2024年度も引き続き生産
活動の基本である生産性・歩留の向上を目指した活動を機軸に、重点課題に取り組んでいきます。

①年、半期、月、週、日等適切な時間単位で現状を測定、記録し設定した目標は過去の実績と比較、考察を通し改善策を立案し
ます。
②工場では製品の品種構成や生産量の変化に的確かつ継続的に実績が評価できる様、引き続き改善を繰り返し行っていきま
す。
③本社・営業所は設定した目標の達成に向け、活動を継続していきます。
④技術開発部は、神鋼 藤沢事業所内での環境活動に参画し、環境活動を継続していきます。

　・活動メンバーの見直しや環境教育を実施して、環境意識の向上や改善活動の活性化に取り組んでいきます。
　・下記のこれまでの活動をレビューし継続と改善に注力していきます。

a.二酸化炭素排出量の削減
　EA21委員会・省エネパトロールの継続・実施
　電力使用量の監視と削減課題の抽出・対策検討実施
　LPガス使用量の監視と削減策の維持・継続

c.節水と有害化学物質の使用量削減活動
 水使用量の監視と節水・使用量削減活動の継続
 化学物質のリスクアセスメントの確実な実施

d.関係法令の順守、その他
 遵法意識の定着
 法令改正等の適時確認

e.地域社会との共存共栄
 地域貢献活動(工場周辺清掃や環境ハイキング)の継続
 CSR活動の推進

(2)大阪本社、東京営業所
　・下記のこれまでの活動をレビューし、継続と改善に注力していきます。

b.原材料・副資材の原単位低減と、製品・仕掛品の不良廃棄量の削減
 廃棄物の適正な処理と管理 原材料と副資材の廃棄量監視と削減活動
 製品・仕掛品不良発生量と廃棄量の監視と削減活動

【2024年度活動の評価】
活動状態を相互にチェックし、活動のスパイラルアップに繋げ、次回、EA21認証継続できるように取り組んで下さい。

a.省エネ(電力使用量の削減)

b.廃棄物(紙、ペットボトル、缶などの分別の徹底)

c.省資源(コピー用紙(A4)使用量の削減)

d.水(共同施設での水使用量の節水活動の徹底と啓発)

2025年4月11日
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□これまでの環境活動の紹介

工場周辺の清掃活動：
■実施日： ■実施場所：

■参加者：

■実施内容：

■実施状況の様子

地域清掃活動：
■実施日： ■実施場所：

■参加者：

■実施内容：

■実施状況の様子

工場５S活動
■実施日： ■実施場所：

■参加者：

■実施内容：

月に1回、工場従業員全員で工場５S活動を実施しています。

■実施状況の様子

□編集後記

担当者　池田智史

　2024年度は現場に冷風機を設置しました。スポットクーラーに比べ大幅な省エネが見込めるのですが、残念ながら熱中症
が3件発生してしまいました。暑熱対策は現場の安全確保の重要な課題となっています。2025年度も引き続き効果的な対策
を検討・実施していきたいと思います

月に一回、従業員による工場周辺の清掃をおこない、工場周辺の美化に努めています。

2回/年 豊岡市内

日高工場従業員(環境委員会、総務係)

年に二回、従業員の有志で地域のボランティア活動に参加して、地域の美化や交流に努めています。

1回/月 工場内

日高工場従業員(全員)

工場内の整理整頓や作業環境の改善をおこなっています。廃棄物の分別に徹底的に取組み低減に努めています。

日高工場従業員(有志)

1回/月 工場周辺
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